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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1  自己評価及び外部評価結果

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている（参考項
目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

近隣は自然に囲まれているので四季を感じとる事ができ消防署や警察や嘱託医があり安心できる環境にあり加えて三
陸道が隣接しており急変した利用者様を早期に医療機関へ救急搬送できる利便性のよい場所に、９名が喜怒哀楽を表
現し助け合って生活しています。今年度から本人の誕生日に合わせた個別外出・外食サービスを導入し本人の嗜好を
反映し特別な一日を地域の店舗や飲食店で過ごす事で楽しみや喜びを感じ取り認知症であっても地域でのひと時を感
じとっていただく支援に取り組んでいます。普段は歌や工作、塗り絵や簡単な体操等で余暇時間を過ごし、その他できる
事はお手伝いをしていただいています。ご家族とは密に連絡をとり運営理念でもある【支え合う　優しさと笑顔あふれる
幸せな人生を】を送っていただけるようご家族と共に支援しています。

三陸道の整備により多少奥まった立地になっているが、町の中心地や高速道路へのアクセスが容易な場所にある。２
ユニットのグループホームで、事務室から両ユニットの共同スペースが見渡せる作りになっている。基本的に職員はユ
ニット単位で配置され、個人のペースで利用者がそれぞれにゆったりと一日を過ごしている。今年から近くの保育園との
交流を始めており、地域とつながるきっかけづくりに力を入れている。利用者の健康管理は協力医療機関の往診と看護
師の24時間体制の配置により看取りへの対応も可能となっている。今年度は利用者一人ひとりの個別支援を充実さ
せ、誕生日の外出にも取り組んでおり利用者に喜ばれている。理念や運営目標に沿った介護支援は利用者や家族の
安心となり、信頼につながっている。

令和7年12月2日訪問調査日
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令和　７　年度

事業所名　：　グループホーム　城山の杜　（２丁目）

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている。

事業所理念は常にスタッフルーム、玄関に掲示
している。利用者の生活がより良いものになり
「笑顔あふれる」雰囲気作りを心掛けている。

令和４年に理念を見直し、覚えやすいよう、「支え
合う　優しさと笑顔あふれる　幸せな人生を」と
し、事務室及び玄関に掲示している。運営目標
は「利用者の自分らしさを大切にします」「ご家
族・地域・医療・福祉のつながりを大切にします」
「サービスの質の向上を目指します」の三つを掲
げ、職員毎の個人目標は設定していないもの
の、課題があれば所長を交えて解決に努め、介
護の実践に活かされている。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している。

訪問理容、訪問美容、傾聴ボランティア、マッ
サージボランテイア、キッチンカ―、お祭りの門打
ち、幼稚園との交流、学生の職場体験の受入れ
等徐々にではあるが地域との交流が増えてい
る。

今年初めて事業所から近所の保育園に依頼し、
20人程の園児が来訪して歌や踊りを披露しても
らっている。また、毎年、中高生の職場体験で学
生を受け入れており、地元の秋祭りでは虎舞が
門打ちに来たり、町内のキッチンカーが敷地内で
たこ焼きやジュースを販売し、利用者は買い物を
楽しむことができている。毎月１回マッサージの
ボランティアが機材持参で利用者に癒しの時間
を提供してくれている。

地域とのつきあい方の工夫として子ど
もを介した企画から発展していくことは
効果的です。今年保育園との繋がり
が出来たことは大きな意味があり、交
流を広げていくうえで、今後もこのよう
な取り組みが継続されることを期待し
ます。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている。

地域包括支援センターを通じて認知症月間に合
わせて施設での様子を作品や写真で地域の
人々に発信している。

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている。

二ヶ月に一回の運営推進会議では利用者の様
子、事故報告、病院受診内容、入退居状況を報
告し質問や意見をいただき日々のサービスの向
上に活かすよう努めている。

2ヵ月に１回、家族、地域住民の代表、民生委
員、町職員、地域包括支援センターを構成員とし
て開催している。事故やヒヤリハットの報告、看
護師との医療連携状況、利用者の生活の様子を
詳細に説明して質問や意見をいただいている。
議事録は毎回玄関に掲出し誰でも閲覧できるよ
うにしている。会議を通して地域との繋がりを深
め協力体制を得るためにも詳細な情報提供を行
うよう努めている。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



令和　７　年度

事業所名　：　グループホーム　城山の杜　（２丁目）

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよ
うに取り組んでいる。

空室がでた際に紹介をいただいたり利用者につ
いて相談したり業務の事でもわからない事があ
れば相談している。

地域包括ケア会議へ参加し情報交換を行ってい
るほか、町役場とは災害関係の連絡や利用者に
係る相談、空室確認等の情報を共有し、必要な
助言も得ている。生活保護受給の利用者へは年
１回担当ケースワーカーが面談で訪れている。ま
た、介護支援専門員間での情報交換や、社会福
祉協議会とはレクリエーション用品の貸し出し等
の連携もあり、行政や関係機関との円滑な協力
関係が形成されている。

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる。

定期的に委員会が開かれ現状把握やリスクにつ
いて確認できている。離設の恐れがある方の為
にドアブザー、パイプチャイム、安心して過ごせる
声掛けを行い施錠しないケアに取り組んでいる。

所長、管理者、介護支援専門員、主任等5～6人
で構成する身体拘束に関する委員会を3ヵ月ごと
に開催し、身体拘束や虐待が無いことを確認して
いる。全職員にアンケートを実施して振り返りを
行う機会を設けているほか、研修計画を立てて
研修を受講し、復命書の回覧や職員会議で共有
している。利用者に直ちに対応できない場合、理
由と時間を説明して待っていただく声掛けを行う
ことや、ドアブザー、パイプチャイム等を利用して
行動を抑制しないよう対応している。また、玄関
の施錠は夜間のみとするなど、身体拘束の無い
介護の実践に努めている。

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

研修で学んだ職員は報告書で他職員に周知して
いる。スピーチロック等ないよう取り組んでいる。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している。

報告書の内容を理解するよう努めているが言葉
は目にしたり聞いたりすることはあっても詳細が
よくわからない職員もいる。研修に行った職員を
通じ制度の理解に取り組みたい。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



令和　７　年度

事業所名　：　グループホーム　城山の杜　（２丁目）

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている。

充分に説明を行い理解、納得いただけるよう努
めている。

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反
映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている。

利用者さんとの会話を大切にし意見や要望を聞
き可能な限り沿えるよう努めている。家族とは面
会時やLINEでいつでもやり取りができる体制でい
る。

定期的なお知らせ「城山通信」や毎月郵送物を
送付する際に職員が手書きの手紙を添えて様子
を伝えおり、家族から好評を得ている。電話のほ
かメールやLINEを活用して利用者の写真や動画
を可能な限り情報提供し、意見や要望を聞くこと
に努めている。コロナ禍以降、家族から居室内で
のゆったりした面会を望む声があるものの、イン
フルエンザ等の感染症の心配もあり玄関先での
面会に留めており、今後の課題となっている。

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる。

・業務効率化に向けたアンケートの実施で職員
の意見や提案等が可視化されもんだいてや改善
点があぶり出されてよかった。
・物価高騰が続くなかメニューの見直しやレク用
品の工夫等を提案し行っている。

毎月のユニット会議、職員会議及び日々の業務
の中で職員から幅広く意見を聞いている。また、
今年は職員5、6人で構成する生産性向上委員会
の取り組みとして「職員アンケート」を実施してい
る。回答をまとめることにより課題が明確になり、
業務改善の手がかりとなっている。資格取得や
スキルアップは事業所からも職員に勧めており
業務の質の向上につながっている。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる。

・資格取得に向けた費用は事業者負担にする事
で職員の負担を軽くし向上心を持てるよう努めて
いる。
・心身共にリフレッシュできるよう勤務年数に応じ
てリフレッシュ休暇を設けている。

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている。

代表者は職員研修の年間計画をたて職員のス
キルアップに努めている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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事業所名　：　グループホーム　城山の杜　（２丁目）

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている。

コロナウィルスで中断していた地域ケア会議が再
開し地域の同業者との意見交換ができるように
なった。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている。

利用者様との会話を大切にしている。日々の行
動、会話、変化に気を配り記録や申し送り等で共
有し利用者様の想いを引き出せる信頼関係を築
くよう努めている。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている。

ご家族が困っていること、不安な事に耳を傾け把
握するよう努めている。提供するサービス内容を
説明し納得いただいたうえで支援している。

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている。

利用者様とご家族の「思い」を大切にし会話を重
ねながら何を必要としているか優先順位をつけ
対応している。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている。

出来ることは積極的に声掛けし一人ひとりに合
わせ調理、洗濯干し、たたみ等行えるよう支援し
ている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る。

疎遠になる事がないよう極力、通院はご家族に
お願いし関わる機会をつくるよう働きかけてい
る。また城山通信、SNS、電話等で状況を伝え特
に不穏時はご家族にも関わってもらい共に支え
る関係作りに努めている。

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている。

感染症対策をしながらではあるがその時々に合
わせて面会の希望があれば時間を設けている。

時間制限なく随時予約なしでの面会を可能として
いるが、感染症防止に配慮して面談は玄関先に
限定している。家族の他に知人、近隣住民の訪
問が時々ある。墓参りや馴染みの理美容へ家族
と一緒に外出する利用者もある。通院帰りや誕
生日の外出で自宅周辺を巡るなど、希望する所
へのドライブも行っている。YouTubeで地元の祭
りの動画を鑑賞することもあり、馴染みの人や場
所を思い出すような支援が工夫されている。

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている。

コミュニケーションが得意な方、そうでない方もい
るので職員が間に入り円滑に会話が弾むよう支
援している。利用者様同士の関係に配慮し必要
に応じて席替えを実施している。

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている。

希望や相談があれば対応できる体制でいる。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している。

日々の関りや会話を大切にし信頼関係を築くよう
努めている。表情や行動にも注意して原因を探り
思いを汲み取るよう努めている。

日常の会話から意向を把握することに努めてい
る。言葉による意思疎通が難しい利用者は両ユ
ニットに2、3人ずつおり、表情や仕草から意向を
汲み取り、選択肢を示して選んでもらっている。
職員間での共有は、申し送りやキッチン内にメモ
を貼り付けるなどして、些細な事も把握出来るよ
うに努めている。利用者が落ち着かない場合は、
時間を置くなどの対応で話せる状況を作る工夫
をしている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている。

事前アセスメントを参考に職員同士で情報を共
有し今までの生活に近づけるよう支援している。

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている。

１日２回の申し送りで体調やと当日の様子を確認
している。毎日のバイタル測定、食事と水分量、
排泄、健康状態はこまめにチェックしている。

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している。

ユニット会議では担当職員だけではなくケアマネ
ジャー、看護師、他職員とも意見を交わしてより
良い支援になるよう努めている。

初回プランは１ヵ月、以降の見直しは3ヵ月から
6ヵ月で行い、モニタリングは介護支援専門員が
担っている。ユニット会議で評価、検討を行い、ケ
アプランには利用者と家族の意向も細かく記載さ
れている。本人、家族へ直接説明し、遠方の家
族へは郵送し了解を得てからの実施となってい
る。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報
を共有しながら実践や介護計画の見直し
に活かしている。

iPadでの申し送りだけでなく見やすい所へのメモ
書き、介護記録を元に共有に取り組んでいる。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる。

・LINEが導入され家族との連絡方法が増えた。
・新たな福祉用具やパットは購入する前にお試
しをし状況に合わせて工夫している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している。

地域の理美容、傾聴やマッサージボランテイア、
おやつの訪問販売、幼稚園との交流、郷土芸能
等日常に豊かさがプラスできるよう繋がりを大切
にしている。

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している。

受診はご家族や本人に説明し納得したうえで受
診できている。嘱託医は近辺にありいつでも連
絡、相談ができる体制であり２週間に１回往診が
あり安心した暮らしができている。

協力医療機関による定期的な往診がある。加え
て他の医療機関に3人程が受診し、基本的に他
科受診は家族に対応をお願いしている。家族が
付き添う場合は、生活状況を記載したプリントを
持参のうえ受診してもらっている。家族による通
院対応が困難な場合は、事業所が対応するなど
により必要な医療が確保されており、利用者や
家族の安心につながっている。

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している。

休日や夜間の不在時でも体調不良の方がいた
場合、連絡し指示を仰いでいる。日常の関わりで
とらえた情報や気づきはその都度、相談し支援
に繋げている。

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

サマリーを提供し情報共有できるよう努めてい
る。退院時はカンファレンスを行いご家族やご本
人が安心して帰所できるよう支援している。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる。

終末期対応について施設でできる事、できない
事を充分に説明し少しの変化も伝え共有してい
る。

看取りに対応しており、今年度の看取りは無いが
直近では令和5年に3名の実績がある。吸痰や経
管栄養等の処置が必要になった場合、事業所で
は対応が難しいことを家族に伝え、特別養護老
人ホームや介護老人保健施設を勧めている。そ
れ以外であれば家族の希望に応じて支援するこ
ととしている。職員も外部研修を受け、全職員に
伝達してより知識を深め、精神的負担の軽減に
も努めている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている。

各丁目のファイルに事故、急変時対応の仕方を
提示している。実際にあたる場面は少ないので
定期的に再確認が必要。

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている。

定期的に災害対策の訓練が実施されている。報
告書やマニュアルを都度、確認し、いざという時
に備えている。

ハザードマップ上土砂災害警戒区域となってお
り、土砂災害に注意しながら、消防署立ち合いに
より火災想定の避難訓練を3月と6月に実施して
いる。災害に備えて3日分の食料備蓄があり、発
電機、持ち出し物品も備えている。避難先の大槌
学園までは車で7分の距離があり、台風時には
事業所と職員の車で実際に避難している。立地
場所が奥まったところにあり、近隣住民の協力を
得られていない現状がある。

立地条件が課題であるものの避難時
の見守りを含めた近隣との協力関係
を得られるよう検討することを期待し
ます。また、いざというときに備えて発
電機等の機材の取り扱いについても
予め慣れておくことを推奨します。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる。

ゆっくり分かりやすく否定的な言葉を使わず優し
さが伝わるよう心掛けている。
入浴や排泄時は介助する時以外はその場から
離れる等配慮している。

同じ姓の利用者もいるため名前にさん付けした
呼び方を徹底している。広報誌への掲載可否に
ついては必ず家族に確認している。利用者の意
思を尊重し、後片付け、洗濯物干し、洗濯たた
み、モップ掛け等を手伝ってもらっている。書道
が生業だった方には式次第を書いてもらうなど、
特技を活かした依頼を行うこともある。スピーチ
ロックへの配慮や、部屋を間違う方は行動を観
察しながら誘導するなど、一人ひとりの尊厳を重
視している。ケース記録は職員がパスワードを用
いてそれぞれ入力するなど情報管理を徹底して
いる。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支
援
日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る。

利用者様のペースを大切にし無理強いしたり強
制せず自己決定できるよう配慮している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している。

利用者様の想いやペースを大切にしプライベート
タイム、パーソナルスペース等その方らしい生活
のリズムを把握した支援をしている。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している。

定期的に訪問美容、理容が来所したり行きつけ
の美容院がある方は送迎の支援をしている。起
床時は整髪や髭剃り等毎日、声掛けを行ってい
る。

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている。

食事の準備や盛り付け、食器の片付け等、利用
者様のできる事は積極的に引き出すよう努めて
いる。郷土料理や季節の食材を使った献立を取
り入れている。

調理委員会で利用者の希望を聞きながら献立を
作成し、職員が調理し提供している。家庭菜園で
トマト、ナス、ネギ等多種の野菜を利用者と共に
栽培しており、収穫して食材にする取り組みも
行っている。外食ドライブでは、一人ひとりの希望
を聞いて対応している。大変好評なのは、キッチ
ンカーを依頼した地元の方が敷地内でたこ焼き
やおやき等の販売をすることであり、様々な工夫
により、食事を楽しむことのできる環境が整って
いる。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている。

食事量、水分量は記録に残し水分摂取が足りな
い方は好みの飲料を購入していただいている。
献立により苦手な食材がある場合は可能な限り
代替え品で対応し摂取を促している。

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている。

毎食後、口腔ケアは実施している。自力でできる
方、職員がハブラシをセットしてできる方、一部介
助が必要な方と利用者様の「できる」に合わせた
口腔ケアを実践している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむ
けた支援を行っている。

排泄チェック表を活かし声掛けや誘導を行い汚
染を減らしトイレでの排泄ができるよう取り組ん
でいる。

布パンツ使用者は二つのユニットで8人となって
いる。おむつの使用1人、夜間のポータブルトイレ
使用は2人で、他はトイレでの排泄ができている。
汚染した衣類を隠す方には尊厳に配慮した声掛
けや、替え衣類を複数枚用意しておくなどの工夫
をしている。トイレ誘導を個別に行うことで、オム
ツ使用の利用者がリハビリパンツや布パンツへ
の移行ができた良い事例もある。

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる。

排泄のチェック表を確認し職員間で共有し毎日
の体操、水分摂取量を意識し対応している。便秘
の方は看護師に相談し便秘改善に向けて対応し
ている。

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている。

曜日は決められているがその日の気分や体調に
より臨機応変に対応している。

週2回、土日以外で毎日3、4人が入浴している。
基本的に利用者と1対1で職員が対応している。
ゆっくり入りたい利用者には安全に配慮した上で
一人の時間を設けている。異性介助に抵抗があ
る方へは同性が対応し、入浴をどうしても拒否さ
れる場合は衣類交換や清拭、ドライシャンプーや
足浴等で対応している。湯の温度もその都度聞
いて調節しており、必要に応じて看護師と共にス
キンケアを行うなど、安心してゆったり入浴を楽し
むことができている。

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している。

車椅子の方は午後は臥床休息していただいてい
る。夜間帯、不眠や不安が強く継続する場合は
環境を整理したり傾聴、主治医に相談し対応して
いる。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる。

個人カルテに現在服薬内容が綴られている。薬
が変わった時は詳細を記録に残し変化がないか
評価を行っている。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている。

日常的なお手伝いに協力していただき会話をし
ながら楽しくできるよう支援している。

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る。

ご家族との外出、外泊はできている。今年度より
誕生日の当日に個別で職員と行きたい所へのド
ライブ、店に行き欲しい物を購入し外食するとい
う機会が増えた。近隣の散歩もしていたが熊騒
動で施設周辺は散歩が禁止になった。

クマの出没を警戒し散歩は敷地内に限ってい
る。中庭でも日光浴や家庭菜園が楽しめる。家
族が外出や外泊に連れ出すこともある。春は職
員の所有地に蕨取りを3、4回に分けて出かけ、
花見や少し遠出のドライブも、少人数で数回に分
けて出かけている。今年限りの取り組みとして、
利用者の誕生日に職員が付き添い、外食ドライ
ブに出かけているが、今後どうするかが課題と
なっている。

個人の外出支援について手厚い対応
をしており費用面の課題を検討中との
ことであるが、工夫して継続性のある
支援になることを期待します。

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている。

本人の希望やお金を持っていないと不安な方は
自分で持っている。ほとんどの方は事務所で管
理している。欲しい物がある時は聞き取り後購入
している。

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている。

荷物が届いた時にお礼の電話をしている。携帯
電話を持っている方はいつでも連絡を取り合い、
音声認識スピーカーを設置している方はご家族
さんが様子を見たい時に遠隔操作で見る事がで
きる。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている。

ホールにはレクリエーションで制作した作品を壁
面に飾り季節感が表現されている。混乱を防ぐた
め極力、物を置き過ぎず整理整頓を心がけてい
る。

二つのユニットはホールの壁で仕切られており、
敬老会等の集合行事にはデイサービスのホール
を活用している。両ユニット共にエアコンと空気清
浄機で温度と湿度が管理されている。テーブル、
イス、ソファ、テレビが据え置かれ、神棚が飾られ
たホールは清潔に保たれている。壁面には利用
者と一緒に作成したクリスマスの飾りつけが貼ら
れているなど、利用者が寛げる環境が整ってい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている。

共用空間には自由に寛げるソファがあり思い思
いに過ごしている。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている。

大切な物、使い慣れた物は自由に持ち込む事が
でき家族写真や置物等々安心して穏やかに暮ら
せるよう対応している。

居室には洗面台、クローゼット、エアコン、カーテ
ンを完備し、Wi-Fi設備も備えている。ベッドはレ
ンタルでそれぞれの好みに応じたものを使用して
いる。利用者は箪笥、テレビ、写真、仏壇、イス、
テーブル、電気ポット、物干しラック等馴染みのも
のを持ち込んで、思い思いに配置している。リネ
ン交換は7～10日ごと、居室の掃除は職員が毎
日行っており、居心地よく安心できる空間ができ
ている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫してい
る。

居室、トイレ、浴室の場所がわかるように大きな
文字で提示して自立を促している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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